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真核生物の細胞内には膜で仕切られた区画である細胞小器官（オルガネラ）が存在します。

オルガネラの膜内部ではそれぞれ固有の生化学的反応を進めることで、細胞の高度で緻密

な機能を分散管理し、個々の機能を発揮します。従来、オルガネラは固有の機能を膜で仕切

られた内部のみで制御しており、その機能破綻が細胞・生体の異常に繋がり、疾患発症に至

ると考えられてきました。しかし近年では、オルガネラは極めて動的な細胞内構造体であり、

外部とコミュニケーションを図るとともに他のオルガネラと協調的に働くことで細胞の機

能パフォーマンスを最大限に発揮していることがわかってきました。 

 私はオルガネラのひとつ、小胞体の機能解析に携わってきました。小胞体は一重の生体膜

に囲まれた板状あるいは網状のオルガネラであり、タンパク質合成・修飾、脂質代謝、カル

シウム貯蔵など細胞の生存に不可欠な機能を有しています。さらにこのような小胞体特有

の機能に留まらず、細胞内外の環境変化に応じて、多彩かつ複雑なシグナルを発信している

こともわかってきました。私はこれまで、この小胞体を由来とするシグナルが小胞体膜に局

在する分子群を起点としており、細胞の分化や成熟、組織形成などの制御に重要な役割を担

っていることを明らかにしてきました。一方で、小胞体膜局在分子群が、他のオルガネラ

（核、ミトコンドリア）の機能制御を介してオルガネラ膜構造の維持や細胞増殖、エネルギ

ー代謝などの多岐にわたる生命活動をコントロールしていることを新たに発見しています。

そしてオルガネラ間の連携破綻が、癌や脂質代謝異常症などの疾患につながり得ることも

突き止めました。本研究会では小胞体を中心とするオルガネラ間の機能連携を介した生理・

病態の分子機構を紹介するとともに、疾患治療や創薬ターゲットとしての可能性について

も議論したいと思います。 
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